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令和4年3月定例会は、2月24日から3月28日までの33日間開催されました。市長から提案された議案は、令和
4年度予算9件、令和3年度補正予算4件、条例16件、その他1件の30議案。議会提案の「ロシアによるウクライナ
への侵略を非難する決議」「舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定」と合わせ
て32件を審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

● ITを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしの実現に向けた令和4年度当初予算を可決
● 大雪による雪害支援や新型コロナウイルス感染症対策で早期に議決を要する令和３年度補正予算を可決

　● 京都舞鶴港既存航路の維持支援や交通安全推進事業を含む令和３年度補正予算を可決
● 「ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議」を議会提案し「全員賛成」で可決
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令和4年度当初予算661億1935万円

ITを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしの実現
～３つのまちづくり戦略～

令和4年度当初予算661億1935万円

ITを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしの実現
～３つのまちづくり戦略～

提案された主な施策など

認定こども園として開設された朝来幼稚園

　安定した質の高い保育サービスの提供体制の維持および将来を見据えた持続
可能な教育・保育の提供体制を構築し、子どもの豊かな成長と親子の絆を重視
した事業を拡充・展開する施策
　子どもたちが、ふるさと舞鶴に誇りと愛着を持ち、将来、地域社会に貢献で
きる人材として成長できるための取り組みや、教員の授業力および子どもたち
の学力向上に向けた取り組みを積極的に推進する施策　
　多世代交流施設「まなびあむ」等により、全ての世代が集まって地域活動に
関わるきっかけを創出するとともに、歴史文化のまちの「タカラモノ」を発信
することなどにより、まちへの誇りを醸成する施策

1心豊かに暮らせるまちづくり

舞鶴赤れんがパーク

　地域経済の活性化について、「ビヨンド・コロナ社会」における持続可能な経
済振興に向け、先進技術の導入によるＤＸ化や脱炭素社会実現に向けた取り組
みなど、市内事業者の新たなビジネスモデルへの転換や新分野への進出など、
本市の未来を支える産業を創出する施策
　魅力を引き出す観光まちづくりとして、京都北部地域を代表する観光拠点で
ある舞鶴赤れんがパーク周辺一帯を、Park-PFI制度を取り入れた民間活力導
入によるエリア一帯の戦略的な運営により、さらなる魅力向上を図る施策

3活力あるまちづくり

公的4病院のネットワーク

　地域医療について、公的4病院の特色ある機能をさらに充実させ、連携を深
化させることにより市全体で総合的に地域医療が機能する体制づくりを推進
し、市民の皆さんが安全・安心に暮らすことができる医療の確保を図る施策
　防災・減災対策について、自然災害が頻発・激甚化・多様化・複雑化し、そ
の重要性や専門性も増大していることから危機管理体制の強化を図る施策　
　消防防災体制について、常備消防、消防団、自主防災組織等との連携による
地域防災力向上に努めるとともに、減少する消防団員の確保に向けた処遇改善
の施策

2安心のまちづくり
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一般会計予算

特別会計予算まちづくりに係る主な事業

会  計  区  分

国民健康保険事業会計

貯木事業会計

駐車場事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

公営企業会計

単位：百万円

●心豊かに暮らせるまちづくり

（新規) 多世代交流による地域づくり推進事業費

79億628万円

200万円

4904万円

90億769万円

90億109万円

660万円

14億7165万円

117億3110万円

33億8780万円

72億7265万円

10億7065万円

301億6776万円

545万円

移住定住の推進の取組 5631万円

（新規) 舞鶴版マザーズジョブカフェ推進事業費 587万円

（新規)
公私連携幼保連携型認定こども園等
整備事業費

9842万円

（新規) 保育士等処遇改善臨時特例事業費 2823万円

（新規) 図書館基本計画策定経費 785万円

77億1460万円

210万円

8239万円

89億520万円

88億9880万円

640万円

13億8235万円

121億6908万円

33億3980万円

77億6960万円

10億5968万円

302億5572万円

2.5%

－4.8%

－40.5%

1.2%

1.1%

3.1%

6.5%

－3.6%

1.4%

－6.4%

1.0%

－0.3%

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

水道事業会計     

下水道事業会計

病院事業会計 

合　　　計

4年度 3年度 伸び率

（継続)
雨水処理事業費（下水道事業会計）
（西地区・東地区浸水対策事業）

7億671万円

（新規) 舞鶴地域麻酔診療支援センター運営経費 350万円

（拡大) まちづくり推進事業費 8071万円

（新規) 西消防署整備事業費 1億1700万円

●安心のまちづくり

（継続) 地方創生拠点整備事業費 2億8257万円

（新規) UIJ人材獲得支援事業費 330万円

（新規) まいづる産品ブランド力向上事業費 600万円

●活力あるまちづくり

（新規)
ふるさと納税による
新事業創出支援事業費

642万円

歳　出
35,952

歳　入
35,952

自
主
財
源財

依
存

源

市税
11,412（31.7%）

自主財源
14,117
（39.3%）

依存財源
21,835
（60.7%）

繰入金
991（2.8%）

諸収入
743（2.1%）

その他
971（2.7%）

地方交付税
6,792（18.9%）

国庫支出金
6,542（18.2%）

府支出金
3,158（8.8%）民生費

13,034（36.3%）

総務費
4,976（13.8%）

公債費

3,810（10.6%）

衛生費
3,674（10.2%）

教育費
3,085（8.6%）

消防費
1,691（4.7%）

議会費
317（0.9%）

労働費他
59（0.1%）

商工費
856（2.4%）

農林水産業費
809（2.3%）

土木費
3,641（10.1%）

市債（借金）
2,632（7.3%）

その他
2,711（7.5%）

（借金返済）
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施
設
を

対
象
に
、
利
活
用
調
査
を

行
う
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

※１ シティブランディング … 市民の皆さんが地元への誇りや愛着を持ち、さらに高めてもらえるような取り組み
※２ MaaS … 「Mobility as a Service」の略。利用者の目的や嗜好に応じて、最適な移動手段を提示

※

１

※

２

4令和4年5月2日

Ｑ万
円

も
あ

Ａ 子特 令補 予
算

審
査

4令和4年5月2日

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、市民文教委員会1件、福祉健康委員会3件、産業建設委員会1件、
総務消防委員会12件、予算決算委員会13件であり、それぞれの委員会で審査しました。



　

社
会
福
祉
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
社
会
福
祉
法
人

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
　

本
市
の
図
書
館
基
本
計

画
に
関
す
る
事
項
を
調
査
、

審
議
す
る
た
め
審
議
会
を

設
置
し
、
そ
の
運
営
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

Ｑ

審
議
会
は
公
開
か
。

ま
た
、
委
員
の
選
出
区
分

や
所
属
団
体
は
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
か

Ａ

審
議
会
は
公
開
と
し
、

学
校
教
育
関
係
者
、
社
会

教
育
関
係
者
、
公
募
委
員

な
ど
、
計
10
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

籍
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

修
学
資
金
を
活
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
年
生
が
８

人
、
２
年
生
が
２
人
の
計

10
人
で
あ
る
。

Ｑ

従
来
か
ら
行
っ
て
き

た
事
業
者
負
担
の
軽
減
措

置
等
の
支
援
内
容
に
変
更

は
あ
る
か

Ａ

今
回
の
条
例
制
定
は
、

審
査
の
適
正
化
や
透
明

化
の
確
保
を
主
眼
に
置
い

た
も
の
で
あ
り
、
助
成
額

や
助
成
内
容
に
変
更
は
な

い
。

舞
鶴
市
図
書
館
基
本
計
画

審
議
会
条
例
制
定

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

総
務
消
防
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

福
祉
健
康
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に

関
す
る
条
例
制
定

　

介
護
に
従
事
す
る
人
材

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
修
学
資
金
の
貸
与

お
よ
び
返
還
免
除
の
要
件

で
あ
る
業
務
に
、
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
お
よ
び
児
童

福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

事
業
所
等
に
お
い
て
行
わ

れ
る
介
護
等
の
業
務
を
追

加
す
る
も
の

Ｑ

舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際

福
祉
専
門
学
校
の
在
籍
状

況
と
修
学
資
金
の
活
用
状

況
は

Ａ

介
護
福
祉
学
科
に
は
、

令
和
３
年
度
、
１
年
生
が

13
人
、
２
年
生
は
15
人
在

介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金

の
貸
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

新
た
な
遊
覧
船
乗
場
の

整
備
に
併
せ
、
遊
覧
船
事

業
者
か
ら
徴
収
し
て
い
た

行
政
財
産
使
用
料
を
、
こ

れ
ま
で
の
陸
側
の
土
地
面

積
を
基
礎
と
し
た
使
用
料

で
は
な
く
、
運
航
実
績
に

応
じ
た
適
正
な
負
担
を
求

め
る
た
め
、
使
用
料
の
特

例
措
置
に
係
る
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

消
防
団
条
例
の

一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
士
気
向
上

や
家
族
等
の
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
に

よ
る
退
団
者
の
抑
制
、
新

入
団
員
の
確
保
を
目
的
と

し
た
改
正
。

国
の
通
知
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
費
用
弁
償
と
し

て
支
給
し
て
い
た
出
動
等

に
係
る
手
当
を
出
動
報
酬

に
改
め
、加
え
て
、年
額
報

酬
の
額
を
国
の
基
準
相
当

額
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
。

防
災
会
議
条
例
の

一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
防
災

計
画
は
防
災
会
議
、
水
防

計
画
は
水
防
協
議
会
で
作

成
等
に
係
る
事
務
を
行
っ

て
き
た
が
、
両
計
画
は
相

互
に
関
連
し
、ま
た
、防
災

会
議
委
員
と
水
防
協
議
会

委
員
の
多
く
が
重
複
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

一
本
化
し
、
実
効
性
の
高

い
計
画
の
作
成
と
、
事
務

等
の
簡
素
化
を
図
る
も
の
。

Ａ

１
年
目
の
職
員
で
年

間
約
３
万
円
、
職
員
全
体

で
は
年
間
５
万
円
か
ら
６

万
円
の
減
額
と
な
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
係
る
状
況
に
鑑
み
、

一
般
職
の
職
員
に
支
給
す

る
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
引
き
下
げ
る
も
の
。

Ｑ

職
員
１
人
当
た
り
の

影
響
額
は

市
長
・
副
市
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
係
る
状
況
に
鑑
み
、

市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教

育
長
に
支
給
す
る
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
引
き
下

げ
る
な
ど
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更

　

経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
、
業
務
運
営
の
見
直
し

の
一
環
と
し
て
専
務
理
事

を
廃
止
す
る
も
の
。

市
民
文
化
環
境
部
の
分
掌

事
務
か
ら
、
福
祉
部
の
分

掌
事
務
に
改
め
る
も
の
。

Ｑ

相
談
体
制
は
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か

Ａ

生
活
支
援
と
消
費
生

活
の
相
談
を
一
本
化
し
、

連
携
を
深
め
、
き
め
細
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
、
体
制
と
窓

口
の
場
所
は
変
わ
ら
な
い
。

河
守（
こ
う
も
り
）基
金

条
例
の
一
部
改
正

　

河
守
基
金
と
は
、
本
市

出
身
の
実
業
家
で
あ
る
河

守
浩
氏
と
そ
の
ご
子
息
の

和
彦
氏
か
ら
、
本
市
の
公

益
事
業
推
進
の
た
め
に
寄

附
を
い
た
だ
き
、
基
金
を

設
置
し
て
運
用
し
て
い
る

も
の
で
、
毎
年
２
７
０
０

万
円
以
上
の
収
入
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ
の

基
金
の
収
益
を
、
こ
の
基

金
に
属
す
る
財
産
の
維
持

管
理
の
た
め
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
。

組
織
及
び
分
掌
事
務
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

効
果
的
で
効
率
的
な
組

織
運
営
を
行
う
た
め
、
生

活
相
談
に
関
す
る
こ
と
を
、

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

委員会の様子

5 まいづる市議会だよりNo.180

本
画
に

審
議 舞審 市市

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、市民文教委員会1件、福祉健康委員会3件、産業建設委員会1件、
総務消防委員会12件、予算決算委員会13件であり、それぞれの委員会で審査しました。



討 論25
議
案
に
賛
成
し
、
５

議
案
に
反
対
す
る
。

　

第
１
号
議
案
「
令
和
４

年
度
一
般
会
計
予
算
」
に

反
対
す
る
。
理
由
の
第
１

は
、
市
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
す
る
予
算
措
置

が
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
予
算

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

第
２
に
、
大
型
開
発
と
観

光
優
先
で
、「
山
陰
新
幹

線
誘
致
事
業
」
な
ど
無
駄

と
思
え
る
予
算
が
あ
る
こ

と
。
第
３
に
、
西
消
防
署

と
中
出
張
所
の
統
合
な
ど

市
民
生
活
に
お
け
る
安
全

と
安
心
が
揺
ら
ぐ
予
算
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
４

に
、
公
立
保
育
所
の
廃
止

な
ど
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
に

よ
る
職
員
の
さ
ら
な
る
減

少
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
心
配
が

あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　

第
５
号
議
案
「
令
和
４

年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
予
算
」
と
第
８
号
議

案
「
同
介
護
保
険
事
業
会

計
予
算
」
お
よ
び
第
９
号

議
案
「
同
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
会
計
予
算
」
に
賛

成
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
高
す
ぎ
る
保
険
料
が
市

民
を
苦
し
め
て
お
り
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
出
す
な

ど
の
負
担
軽
減
を
求
め

る
。 高

す
ぎ
る
保
険
料
の
軽
減
策
を

市民の命と健康、
くらし最優先の予算に

日本共産党議員団

討 論討 論

コロナの心配のない暮らしを

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

第
１
号
議
案
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

３
５
９
億
５
１
５
９
万
円

と
前
年
度
比
０
・
３
％
、

１
億
４
３
３
万
円
の
増
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
歳

出
で
は
、
３
つ
の
ま
ち
づ

く
り
戦
略
を
重
点
施
策
と

し
、
第
１
の
ま
ち
づ
く
り

戦
略
の
「
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
へ
の

対
策
や
住
み
よ

い
環
境
を
確
保

す
る
施
策
、
豊

か
な
自
然
、
連

綿
と
引
き
継
が

れ
て
き
た
歴

史
・
文
化
、
特

色
あ
る
教
育
環

境
、
充
実
し
た
子
育
て
環

境
、
共
に
助
け
合
う
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
な

ど
の
施
策
に
よ
り
、
住
ん

で
み
た
い
舞
鶴
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
あ
る
。
第

２
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
医
療
施
策
や
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
施
策
で
あ
り
、
第

３
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
は
、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
観
光
資
源
や
地

域
産
業
の
全
て
に
つ
な
が

る
産
業
や
新
産
業
の
創
出

に
対
す
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
、
賛

成
す
る
。

３つのまちづくり戦略に
係る施策を評価

公明党議員団

討 論討 論

防災・減災対策の充実を

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
は
、
第
７

次
舞
鶴
市
総
合
計
画
前
期

実
行
計
画
の
最
終
年
度
と

な
り
、
基
本
方
針
と
し

て
、
主
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
便
利
で
心
豊
か
な
田
舎

ぐ
ら
し
の
実
現
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、
ビ

ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
社
会
の

構
築
、
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
に
重
点
を
置

い
た
予
算
編
成
で
あ

る
。
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、
一
般
会
計
３
５

９
億
円
、
公
営
企
業

会
計
除
く
特
別
会
計

１
８
４
億
円
で
、
事

業
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
赤
れ
ん
が
パ
ー

ク
周
辺
一
帯
を
一
大

交
流
拠
点
と
す
る
た
め
の

整
備
を
進
め
、「
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
り
、「
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
」
は
、
子
育

て
世
代
女
性
の
社
会
進
出

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
評
価
す
る
。
第

10
号
議
案
か
ら
第
24
号
議

案
ま
で
は
、
各
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
、
第
25
号
議
案
は
定
款

の
変
更
、
第
26
号
議
案
か

ら
第
28
号
議
案
は
補
正
予

算
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
議

案
も
舞
鶴
市
の
将
来
に
向

け
た
必
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す

る
。

行政手続きの
オンライン化推進を

創政クラブ議員団

討 論討 論

整備が進む赤れんがパーク

6令和4年5月2日 6令和4年5月2日

討　論令和4年2月24日の本会議初日および3月28日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論をしました。



常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算
案
は
、
市
税
が
前
年

度
当
初
比
１
・
０
％
増
な

ど
歳
入
項
目
の
多
く
が
増

加
す
る
中
、
市
債
発
行
額

は
37
・
５
％
減
と
な
り
、

全
体
と
し
て
前
年
度
当
初

比
０
・
３
％
増
と
堅
調
で

あ
る
と
評
価
す
る
。
歳
出

で
は
、
市
民
の
利
便
性
を

図
る
窓
口
申
請

の
デ
ジ
タ
ル
化
、

増
加
す
る
鹿
な

ど
の
有
害
鳥
獣

対
策
、
舞
鶴
地

域
麻
酔
診
療
医

療
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
道
路
設

備
や
老
朽
化
が

進
む
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
な

ど
課
題
解
決
に
向
け
た
事

業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
飲
食

店
へ
の
営
業
時
間
短
縮
要

請
の
際
に
は
全
庁
体
制
で

事
業
者
訪
問
を
行
い
、
ま

た
、
市
民
の
声
か
ら
生
ま

れ
た
「
市
民
オ
ペ
ラ
」
な

ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
事
業
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
移
住
定
住
の

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
に
続
き
、「
生
活
ガ
イ

ド.com

」
で
本
年
２
月
の

京
都
府
の
地
域
注
目
度
２

位
と
な
り
、
多
く
の
方
に

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
市
の
努
力

を
認
め
、
賛
成
す
る
。

市民に寄り添う
努力を評価

会派に所属しない議員

討 論討 論

これからも市民ニーズの把握を期待

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

学
習
支
援
や
子
ど
も
食

堂
な
ど
の
「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
」
に
つ
な
が

る
事
業
に
取
り
組
む
団
体

等
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
が

初
め
て
市
長
か
ら
示
さ
れ

た
。
わ
が
会
派
で
、
こ
れ

ま
で
か
ら
一
般
質
問
等
で

支
援
を
提
案
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
声
を
上
げ
ら
れ

な
い
く
ら
い
弱
い

人
を
助
け
る
と
い

う
市
長
の
言
葉
を

今
後
も
注
視
す
る
。

　

移
住
定
住
促
進

施
策
は
、
こ
れ
ま

で
か
ら
空
き
家
バ

ン
ク
の
需
要
に
対

し
て
登
録
物
件
が

極
端
に
少
な
い
こ

と
や
、
市
職
員
が
地
域
に

も
っ
と
入
っ
て
い
く
べ
き

と
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
是
正
を
図
る
べ
く
、

組
織
改
編
や
予
算
計
上
が

図
ら
れ
、
目
に
見
え
る
形

で
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
す
る
。

　
「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
不
足
す
る
麻
酔
科

医
師
の
確
保
に
向
け
た
新

規
事
業
を
評
価
す
る
も
の

の
、
総
合
診
察
医
を
は
じ

め
と
す
る
医
師
の
不
足
な

ど
、
救
急
医
療
の
充
実
は

待
っ
た
な
し
。
医
師
を
実

際
に
連
れ
て
き
て
い
た
だ

く
こ
と
が
有
言
実
行
で
あ

り
、
自
治
体
の
長
の
責
務

と
考
え
る
。

前期実行計画の
最終年度予算を認める

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

有
言
実
行
は
長
の
責
務心豊かに暮らせるまちづくりを

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算
で
は
、
予
算
総
額

３
５
９
・
５
億
円
と
な
り
、

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
で

あ
る
市
民
税
が
増
収
予
想

と
な
る
な
ど
、
明
る
い
兆

し
も
見
え
つ
つ
あ
る
。
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
も
倍

増
の
約
１
・
２
億
円
で
あ

り
、
財
源
獲
得
手

段
も
工
夫
を
重
ね

積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。
歳
出
で

は
、
全
世
代
の
市

民
に
学
び
を
提
供

す
る
中
央
図
書
館

の
建
設
も
視
野
に

入
れ
た
舞
鶴
市
図

書
館
基
本
計
画
の

策
定
を
は
じ
め
、

加
佐
地
域
と
大
浦

地
域
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
地
域
課
題
と

向
き
合
っ
た
地
域
活
性
化

の
推
進
、
さ
ら
に
西
消
防

署
と
中
出
張
所
を
統
合
す

る
移
転
整
備
計
画
と
、
６

消
防
本
部
の
広
域
連
携
に

よ
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

整
備
で
の
新
た
な
消
防
体

制
の
構
築
な
ど
が
提
案
さ

れ
た
。
ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ

ナ
社
会
を
見
据
え
つ
つ
、

ま
ち
づ
く
り
戦
略
で
重
点

施
策
と
し
て
い
る
子
育

て
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、

防
災
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
実
現
と
持
続
可
能
な

本
市
の
未
来
像
を
意
識
し

た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す

る
。

確実な市政運営と
将来を見据えた予算

図書館や消防署など さまざまな再編を計画

新政クラブ議員団

討 論討 論

7 まいづる市議会だよりNo.180

討　論令和4年2月24日の本会議初日および3月28日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論をしました。



8令和4年5月2日

令和4年3月定例会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 吏員退隠料其他給与金条例の一部を改正する条例制定について

● 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 消防団条例の一部を改正する条例制定について

● 旅費条例の一部を改正する条例制定について

● 防災会議条例の一部を改正する条例制定について

● 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する条例及び舞鶴市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について

● 河守基金条例の一部を改正する条例制定について

● 舞鶴市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 組織及び分掌事務に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 行政財産使用料条例の一部を改正する条例制定について

● 社会福祉法人の助成に関する条例制定について

● 介護福祉士育成修学資金の貸与に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 図書館基本計画審議会条例制定について

● 国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

田

畑

篤

子

西

村

正

之

野

瀬

貴

則

眞

下

隆

史

水

嶋

一

明

伊

藤

清

美

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
決
を
し
た
日

尾

関

善

之

川

口

孝

文

肝

付

隆

治

高

橋

秀

策

谷

川

眞

司

山　

本　

治
兵
衛

上

羽

和

幸

小

谷

繁

雄

杉

島

久

敏

松

田

弘

幸

石

束

悦

子

伊

田

悦

子

小

杉

悦

子

小

西

洋

一

鴨

田

秋

津

田

村

優

樹

仲

井

玲

子

3月28日

3月28日

3月28日

3月28日

3月28日

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は26人です。

新　

政

新　

政

新　

政

新　

政

創　

政

創　

政

創　

政

創　

政

創　

政

創　

政

創　

政

公　

明

公　

明

公　

明

公　

明

共　

産

共　

産

共　

産

共　

産

市　

民

市　

民

市　

民

無
会
派



全会一致で可決した予算議案
● 令和4年度水道事業会計予算

● 令和4年度下水道事業会計予算

● 令和4年度病院事業会計予算

● 令和4年度貯木事業会計予算

● 令和4年度駐車場事業会計予算

● 令和3年度一般会計補正予算（第13号）

● 令和3年度一般会計補正予算（第14号）

● 令和3年度下水道事業会計補正予算（第1号）

● 令和3年度病院事業会計補正予算（第2号）

全会一致で可決したその他の議案
● 土地開発公社定款の変更について

全会一致で可決した議会提出議案
● ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議

● 舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

令和4年度一般会計予算

令和4年度国民健康保険事業会計予算

令和4年度介護保険事業会計予算

令和4年度後期高齢者医療事業会計予算

舞鶴市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例制定について

議　 　案　　 名

市　

長　

提　

出　

議　

案

26

26

26

26

26

25

25

25

25

25

21

21

21

21

21

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

可

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

今

西

克

己

新　

政

新　

政

新　

政

上

野

修

身

鯛     

慶

一

賛否が分かれた議案

【会派】新政…新政クラブ議員団、創政…創政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、市民…市民クラブ舞鶴議員団、

9 まいづる市議会だよりNo.180

（令和4年3月定例会） 会期：2月24日～3月28日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果



上 野 修 身

西
消
防
署
の
移
転
整
備

計
画
の
概
要
は

第
３
ふ
頭
の
国
有
地
が

候
補
地

質
問

常
備
消
防
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

人
口
減
少
の
現
状
、
将
来

人
口
推
計
を
考
慮
し
、
時

代
に
即
し
た
体
制
へ
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
今

定
例
会
で
市
長
か
ら
、
西

消
防
署
と
中
出
張
所
を
統

合
し
、
東
西
２
署
体
制
で

高
度
な
消
防
機
能
を
備
え

た
新
た
な
防
災
拠
点
と
な

る
西
消
防
署
の
移
転
整
備

に
係
る
設
計
に
取
り
組
む

と
さ
れ
、「
西
消
防
署
整

備
事
業
費
」
と
し
て
、
調

査
・
設
計
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
西
消
防
署
の
移

転
整
備
計
画
の
概
要
を
問

う
。答

弁

消
防
庁
舎
の
再

編
は
、
昭
和
23
年
自
治
体

消
防
発
足
か
ら
の
２
署
１

出
張
所
体
制
か
ら
、
西
消

防
署
と
中
出
張
所
を
統
合

し
、
高
い
消
防
機
能
を
備

え
た
新
た
な
防
災
拠
点
と

な
る
西
消
防
署
を
移

転
整
備
す
る
も
の
。

移
転
先
は
、
第
３
ふ

頭
入
口
の
国
道
に
面

し
た
国
有
地
を
候
補

地
と
し
て
取
得
事
務

を
進
め
て
お
り
、
令

和
４
年
度
に
調
査
・

設
計
業
務
、
令
和
５

年
度
か
ら
建
設
工
事

に
着
工
し
、
令
和
７

年
度
の
竣
工
を
計
画

し
て
い
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

上 羽 和 幸
公明党議員団

新政クラブ議員団

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

本
市
の
医
療
状
況
は

一
般
診
療
へ
の

影
響
は
な
い

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
。
最
も
懸

念
さ
れ
る
の
は
、
医
療
機

関
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応

で
逼
迫
し
、
通
常
の
医
療

提
供
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
で
あ
る
。
市
内
の
状
況

は
ど
う
か
。

答
弁

医
師
会
や
公
的

病
院
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
お
り
、
一
部
の
医

療
機
関
で
院
内
感
染
に
よ

る
一
時
的
な
入
院
受
け
入

れ
中
止
は
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
の
施
設
も
一
般
診
療

に
ま
で
影
響
は
及
ん
で
お

ら
ず
、
現
在
は
医
療
が
逼

迫
し
て
い
る
状
況
に
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

う
つ
病
な
ど
精

神
疾
患
に
苦
し
む
人
は
多

い
。「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
」
と

は
、
心
理
的
危
機
に
陥
っ

た
人
へ
の
対
応
法
を
身
に

つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
こ
の
考
え
方
を
用
い

た
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
市
の
見

解
は
。

答
弁

本
市
で
は
、
こ

の
考
え
を
活
用
し
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

各
関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
し
、
取
り
組
み
の
充
実

と
普
及
啓
発
に
努
め
た
い
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

QA

QA

西消防署の建設候補地

※３ 分 割…質問項目を分野ごとに３回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページに掲載しています。
　また、本会議の様子は、YouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページからご覧ください。

令和4年 舞鶴市議会3月定例会代表質問 令和4年3月8日

メ
ン
タ
ル
不
調
へ
の

対
応
を

充
実
普
及
に
努
め
る

QQAA

「ファーストエイド」とは
救急対応です

舞鶴市議会 検索

順番

1

日本共産党議員団
石束　悦子

新政クラブ議員団
上野　修身

公明党議員団
上羽　和幸

創政クラブ議員団
伊藤　清美

市民クラブ舞鶴議員団
西村　正之

１  子育て環境日本一を目指したまちづくりのさらなる推進について
３  持続可能な消防体制について
５  赤れんが周辺等まちづくり事業について
１  新型コロナウイルス感染症対策について
３  雇用について
５  地域共生社会について
１  市政運営について
３  京都舞鶴港を活かした産業の振興について
１  心豊かに暮らせるまちづくりについて
３  活力あるまちづくりについて
１  新型コロナウイルス感染症から「何よりも命」を守る自治体の役割について
３  市長の市政運営について

２  舞鶴市立小・中学校について
４  コロナで疲弊した産業の振興について
６  新型コロナウイルス感染症対策について
２  デジタル社会について
４  子育て・教育について

２  まちづくり戦略について
４  舞鶴市制施行80周年について
２  安心のまちづくりについて

２  ８万市民のいのちと暮らしを支える本市の財政について
４  平和を発信するまちづくりについて

2

3

4

5

会派名及び氏名 質問事項質問方式

一括

一括

一括

3分割

一括

10令和4年5月2日

令和4年3月8日

10令和4年5月2日

代表質問令和4年3月8日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

救
急
医
療
体
制
の

現
状
を
問
う

本
市
の
救
急
医
療
は

確
保
さ
れ
て
い
る

質
問　

肺
に
疾
患
を
持

つ
方
が
体
調
を
崩
さ
れ
、

救
急
当
番
医
に
夜
間
の
診

察
を
求
め
て
行
か
れ
た
が
、

担
当
医
が
精
神
科
医
と
い

う
こ
と
で
、
市
内
の
個
人

病
院
に
緊
急
入
院
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
そ
の
方
は
、

数
時
間
後
に
亡
く
な
ら
れ

た
。
ご
家
族
は
、
救
急
医

療
体
制
が
機
能
し
て
い
れ

ば
、
助
か
る
命
だ
っ
た
と

嘆
か
れ
て
い
る
。
本
当
の

救
急
医
療
体
制
と
は
、
受

け
入
れ
態
勢
の
確
保
で
あ

る
。
本
市
の
状
況
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

救
急
車
に
よ
る

患
者
の
市
内
病
院
へ
の
収

容
率
は
97
・
６
％
で
あ
り
、

本
市
の
救
急
医
療
は
確
保

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
総

合
診
療
を
は
じ
め
救
急
医

療
等
を
担
う
医
師
な
ど
、

地
域
に
不
足
し
て
い
る
医

師
に
つ
い
て
は
、
京
都
府

や
京
都
府
立
医
大
に
派
遣

の
要
望
を
行
う
な
ど
、
そ

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
要

望
す
る
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
の
有
効
的
な
活
用
を
お

願
い
す
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

石 束 悦 子
日本共産党議員団

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

自
治
体
の
役
割
発
揮
を

必
要
な
要
望
は
国
・
府
に

行
っ
て
い
く

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
①
感
染
し
た
場
合
の

対
処
方
法
、
濃
厚
接
触
者

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

な
ど
、
府
と
連
携
し
、
市

民
に
正
確
な
情
報
発
信
を

行
う
こ
と
。②
い
つ
で
も
、

誰
で
も
、
何
度
で
も
、
無

料
で
で
き
る
検
査
体
制
は
。

③
コ
ロ
ナ
専
用
の
療
養
施

設
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

①
京
都
府
と
連

携
し
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
に
努
め
る
。

②
京
都
府
に
よ
り
「
感
染

拡
大
傾
向
時
の
一
般
検
査

事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
発
熱
等
の
症
状
が
な

く
て
も
無
料
で
検
査
が
受

け
ら
れ
る
。③
療
養
施
設

は
国
、
府
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

市
長
は
、
市
政

運
営
を
「
株
式
会
社
舞
鶴

市
役
所
」
と
公
言
し
、
経

営
効
率
重
視
の
市
政
運
営

を
推
進
し
て
き
た
。
住
民

福
祉
の
増
進
の
理
念
の
も

と
で
市
政
運
営
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
弁

民
間
企
業
の
コ

ス
ト
意
識
な
ど
を
学
び
、

得
ら
れ
た
財
源
を
し
っ
か

り
利
用
し
、
行
財
政
改
革

を
実
行
し
て
き
た
。
引
き

続
き
、
効
果
的
・
効
率
的

な
行
政
運
営
に
取
り
組
む
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

令
和
４
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
は

未
来
へ
の
投
資
に
も

取
り
組
む
予
算
を
編
成

質
問　

市
長
は
、
こ
れ

ま
で
財
政
の
身
の
丈
を
踏

ま
え
、
得
ら
れ
た
財
源
の

中
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

社
会
情
勢
や
時
代
に
即
し

た
事
業
の
見
直
し
や
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
平

成
30
年
度
か
ら
は
、
歳
入

予
測
に
基
づ
い
た
歳
出
予

算
枠
を
配
分
す
る
枠
配
分

方
式
の
予
算
編
成
を
導
入
。

来
年
度
予
算
は
、
ど
の
よ

う
な
方
針
で
編
成
さ
れ
た

の
か
を
問
う
。

答
弁
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
心
が
通
う
便
利
で
心

豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」
の

実
現
に
向
け
、
将
来
を
見

据
え
た
持
続
可
能
な
質
の

高
い
教
育
・
保
育
、
高
い

消
防
機
能
を
備
え
た
西
消

防
署
の
整
備
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

西
舞
鶴
駅
前
広
場
の
整
備

な
ど
未
来
へ
の
投
資
と
な

る
新
た
な
事
業
の
展
開
に

も
取
り
組
む
予
算
と
し
た
。

質
問　

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
は
明
白
に
国
際
法
に
違

反
し
て
い
る
。
世
界
的
に

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
な

ど
を
は
じ
め
、
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
。
舞
鶴
で

は
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
な
ど

で
影
響
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討

し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答
弁

現
在
は
、
大
き

な
影
響
は
な
い
も
の
と
確

認
し
て

お
り
、

今
後
の

動
向
を

注
視
し

て
い
く
。

代
表
質
問

A

３回目のワクチン接種会場

QA

QA

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の

影
響
は

今
後
の
動
向
を

注
視
す
る

QQAA

救急医療は
受け入れ態勢が大事

住
民
福
祉
優
先
の

市
政
運
営
を

効
果
的
・
効
率
的
に

運
営
す
る

QQAA

歳入と歳出のバランスを

11 まいづる市議会だよりNo.180

質
代代代
表A

代表質問令和4年3月8日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



令和4年 舞鶴市議会3月定例会一般質問 令和4年3月9日、10日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

質問方式

一括

一問一答

一問一答

一括

一括

一括

一括

一括

2分割

一括

2分割

一問一答

一括

一括

一問一答

3分割

今西　克己

鴨田　秋津

伊田　悦子

高橋　秀策

杉島　久敏

仲井　玲子

野瀬　貴則

田村　優樹

小西　洋一

松田　弘幸

鯛　　慶一

小杉　悦子

谷川　眞司

水嶋　一明

肝付　隆治

田畑　篤子

１ 加佐地域活性化センターの設置について

２ 舞鶴市内の盛土の現状について

１ 豪雪地帯における持続可能な対応について

２ 中学校における部活動改革について

１ ジェンダー平等を目指す本市の姿勢について

３ 投票環境の整備で投票率アップを目指す取組について

１ 市内建設業者の育成について

３ 移住・定住施策の推進について

１ バリアフリーについて

１ 高齢化を見据えたまちづくりについて

２ 学校と地域の連携について

１ 大雪の状況と共助による除雪について

２ 舞鶴市共生型MaaS「meemo」を使った新たな地域交通体系の構築について

１ 市道和泉通線について

３ 中心市街地の活性化について

１ 先生も子どもたちものびのびできる学校づくりについて

３ JR西日本㈱の合理化計画について

１ 食のブランドについて

３ 地震対策について

１ 新型コロナウイルス感染症の対応について

３ 公私連携幼保連携型認定こども園について

１ 農業振興について

３ 障害者の暮らしの場の保障について

１ 自治会への支援について

３ 「まなびあむ」について

１ 乳幼児教育の環境整備について

２ 質の高い乳幼児教育の推進について

１ 舞鶴市地域エネルギービジョンと地域の活性化について

１ 新型コロナワクチン接種について

３ 子育て支援について

２ 子どもの貧困を解決する取組について

２ 学校施設整備について

２ 舞鶴版コンパクトシティについて

２ 第３期舞鶴市環境基本計画について

２ 持続可能な環境配慮行動の推進について

２ 駐車場の管理運営について

２ 国民健康保険事業について

２ 商店街への振興策について

２ 地域医療について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページに掲載しています。
　また、本会議の様子は、YouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページからご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※３ 分 割…質問項目を分野ごとに3回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式 舞鶴市議会 検索

12令和4年5月2日

令和4年3月9日、10日

12令和4年5月2日

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



鴨 田 秋 津
市民クラブ舞鶴議員団

通
学
路
等
除
雪
の
在
り
方
を

見
直
す
時
期
で
は

で
き
る
限
り
地
域
に

お
願
い
す
る

質
問　

今
季
は
大
雪
と

な
り
、
除
雪
対
応
に
課
題

が
見
え
た
。
生
活
道
路
や

通
学
路
は
、
地
域
の
方
々

で
雪
か
き
を
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
の
が
市
の
ス
タ

ン
ス
だ
が
、
高
齢
化
な
ど

で
、
昔
と
比
べ
て
雪
か
き

が
で
き
る
人
が
少
な
い
。

市
は
、
こ
の
現
状
を
認
識

し
て
い
る
か
。
今
後
、
関

係
者
と
共
助
に
つ
い
て
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

高
齢
化
で
雪
か

き
が
で
き
な
い
と
い
う
ご

意
見
を
多
く
伺
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

各
種
団
体
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
、
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

国
は
令
和
５
年

度
以
降
、
休
日
の
部
活
動

を
段
階
的
に
地
域
に
移
行

す
る
方
向
性
を
示
し
て
お

り
、
本
市
は
モ
デ
ル
地
域

と
し
て
令
和
３
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
中
学

校
部
活
動
と
地
域
ス
ポ
ー

ツ
が
、
密
接
に
協
力
で
き

る
体
制
を
い
か
に
構
築
す

る
か
が
今
後
の
ポ
イ
ン
ト

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

関
係
機
関
の
代

表
者
の
組
織
を
設
立
し
て

い
る
。
来
年
度
は
参
加
メ

ン
バ
ー
を
拡
大
し
、
会
議

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

市
民
と
の
共
同
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
を

関
係
団
体
と
の
連
携
で

事
業
推
進
に
取
り
組
む

質
問　

男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
を
目
指
す
拠
点

施
設
「
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
」

で
は
、  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま

い
づ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
」
が
市
か
ら
委
託
を
受

け
、
運
営
や
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
づ
く
り

事
業
等
を
展
開
し
て
き
た
。

来
年
度
か
ら
市
直
営
と
な

る
た
め
、
同
法
人
や
市
民

と
連
携
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
地
域
づ
く
り
を
展

開
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問
う
。

答
弁

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま

い
づ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
」
に
は
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

「
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
」
の
再

活
性
化
の
た
め
、
来
年
度

か
ら
は
市
職
員
が
施
設
管

理
を
行
う
が
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
」
を
は
じ
め

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
を
図
る
。

質
問　

今
後
、
高
齢
化

が
進
む
中
、
移
動
期
日
前

投
票
所
の
開
設
や
投
票
所

ま
で
の
移
動
支
援
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

答
弁

国
や
府
と
協
議

の
上
、
許
容
範
囲
で
財
源

を
活
用
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

今 西 克 己
新政クラブ議員団

加
佐
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
問
う

地
域
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く

質
問　

加
佐
地
域
の
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
さ

ら
に
積
極
的
に
推
し
進
め

る
た
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
加
佐
地
域
農
業
農
村
活

性
化
セ
ン
タ
ー
を
加
佐
分

室
に
移
転
・
集
約
し
、
加

佐
分
室
、
加
佐
公
民
館
と

一
体
的
に
業
務
を
実
施
す

る
「
加
佐
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
れ
の
目
指
す
方
向
性
と

所
管
各
部
の
連
携
、
地
域

拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割

を
問
う
。

答
弁

従
来
の
活
動
に

加
え
、
地
域
課
題
へ
の
対

応
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
新
た
な
事

業
に
つ
い
て
も
、
加
佐
ふ

る
さ
と
塾
や
地
域
団
体
と

連
携
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問　

近
年
、
過
疎
化

と
と
も
に
中
小
河
川
沿
い

の
空
き
地
や
耕
作
放
棄
地

に
土
砂
等
が
搬
入
さ
れ
、

場
所
に
よ
っ
て
は
盛
土
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
の
未

然
防
止
の
観
点
か
ら
、
本

市
の
対
策
を
問
う
。

答
弁

本
年
３
月
に
、

盛
土
規
制
法
案
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
農
地
法
、
法

定
外
公
共
物
管
理
条
例
等

に
よ
り
、
引
き
続
き
京
都

府
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

一
般
質
問

QA

今回期日前投票所となった
バザールタウン

中
学
校
部
活
動

改
革
を
本
腰
で

来
年
度
は
さ
ら
に

進
め
る

QQAA

QA

本
市
の
盛
土
対
策
を

問
う京

都
府
と
連
携
し
て

取
り
組
む

QQAA

10年ぶりの大雪

地域の活性化を担う加佐分室

選
挙
の
投
票
率

向
上
の
策
は

商
業
施
設
で
の

投
票
所
を
開
設

QQAA

13 まいづる市議会だよりNo.180

質 般
一
般QA

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



杉 島 久 敏

小
規
模
自
治
会
が
利
用

し
や
す
い
支
援
策
を

必
要
な
支
援
を
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い

質
問

地
域
行
事
や
サ

ロ
ン
な
ど
、
利
用
頻
度
の

高
い
地
域
集
会
所
を
管
理

す
る
自
治
会
で
、
集
会
所

入
口
ま
で
に
ス
ロ
ー
プ
な

ど
の
構
造
物
が
な
く
、
段

差
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

車
い
す
利
用
者
が
行
事
等

へ
の
参
加
を
断
念
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る

と
聞
い
た
。
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
る
に
し
て
も
世
帯
数

が
少
な
く
、
整
備
に
必
要

な
積
立
金
が
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
自
治
会

の
規
模
に
よ
り
大

き
な
差
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
集
会
所
の
改

築
等
に
つ
い
て
、

小
規
模
自
治
会
で

も
利
用
し
や
す
い

支
援
策
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
本

市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

地
域
集
会
所
を

改
修
さ
れ
る
場
合
に
は
、

補
助
率
３
分
の
１
の
「
地

域
集
会
所
建
設
等
事
業
費

補
助
金
」
の
支
援
が
あ
る
。

一
方
で
、
費
用
の
３
分
の

２
は
自
治
会
の
負
担
と
な

る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
自

治
会
で
は
、
各
世
帯
の
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
自
治
会

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

公明党議員団

高
齢
化
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
は

快
適
で
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
む

質
問　

現
在
、
余
内
地

域
で
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線

と
西
舞
鶴
道
路
の
２
本
の

主
要
道
路
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
国
道
沿
い

や
府
道
沿
い
の
バ
ス
停
に

屋
根
や
椅
子
を
設
置
し
た

り
、
歩
道
の
段
差
を
な
く

す
な
ど
、
高
齢
者
な
ど
が

出
か
け
や
す
い
歩
道
整
備

を
期
待
す
る
が
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
維
持
・
確
保
を

図
る
中
で
、
バ
ス
の
待
ち

合
い
環
境
の
快
適
化
な
ど
、

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
環
境
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
。
ま
た
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
々
も

含
め
た
誰
も
が
安
全
に
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
道

路
整
備
に
努
め
る
。

質
問　

長
時
間
労
働
や

精
神
的
負
担
が
多
い
と
さ

れ
る
学
校
の
先
生
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
、
地
域
で

先
生
を
支
え
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

学
校
と
地
域
の

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を

進
め
、
学
校

業
務
の
適
正

化
を
図
り
、

教
職
員
が
よ

り
充
実
し
た

教
育
活
動
に

取
り
組
め
る

よ
う
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

市
内
建
設
業
者
の

受
注
機
会
の
確
保
を

引
き
続
き
地
元
企
業
へ
の

優
先
発
注
に
努
め
る

質
問　

市
内
の
建
設
業

者
は
、
朝
の
３
時
頃
か
ら

の
除
雪
、
大
雨
や
台
風
な

ど
の
災
害
時
に
い
ち
早
く

復
旧
工
事
に
着
手
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

市
内
建
設
業
者
の
育
成
で

以
下
の
こ
と
を
問
う
。①

国
発
注
工
事
の
入
札
機
会

の
確
保
は
。②
受
注
機
会

確
保
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

①
国
が
「
企
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
型
総
合
評
価

方
式
」
を
採
用
。
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
、
国
に

要
望
し
て
い
く
。②
地
元

の
建
設
業
者
は
社
会
基
盤

の
整
備
を
は
じ
め
、
冬
季

の
道
路
除
雪
や
災
害
時
の

緊
急
対
応
な
ど
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

り
、
従
来
か
ら
地
域
経
済

活
性
化
の
観
点
と
併
せ
、

地
元
企
業
へ
の
優
先
発
注

を
基
本
と
し
て
い
る
。

質
問　

本
市
の
学
校
で

は
、
施
設
の
老
朽
化
だ
け

で
な
く
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
の
推
進
や
複
式

学
級
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
長
寿
命
化
を

進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁
「
予
防
保
全
型

管
理
」
に
転
換
し
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
と
予

算
の
平
準
化
を
図
る
。
劣

化
状
況
評
価
で
順
次
整
備

を
行
っ
て
い
く
。

一
般
質
問

QA

長寿命化工事を
検討している倉梯小学校

学
校
施
設
長
寿
命
化
の

計
画
は

予
防
保
全
型
管
理
に

よ
り
行
う

QQAA

教
員
負
担
軽
減
の

取
り
組
み
は

地
域
と
の
協
働
で

取
り
組
む

QQAA

QA

スロープ設置が望まれる地域内集会所

国道沿いのバス停

14令和4年5月2日

質 般般
一
般QA

14令和4年5月2日

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



田 村 優 樹
市民クラブ舞鶴議員団

市
道
和
泉
通
線
の
進
捗
と

安
全
対
策
を
問
う

早
期
の
完
了
と
適
切
な

安
全
対
策
に
努
め
る

質
問　

平
成
元
年
に
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
市
道

和
泉
通
線
は
、
２
０
２
２

年
に
事
業
進
捗
率
１
０
０

％
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現

状
を
見
る
限
り
、
ま
だ
先

は
長
い
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
い
か
に
。
ま
た
、

南
工
区
一
帯
は
安
全
対
策

が
お
ろ
そ
か
で
は
な
い
か
。

通
常
、
道
路
工
事
を
行
う

場
合
は
、
公
衆
の
交
通
安

全
確
保
や
危
険
防
止
の
た

め
に
順
守
す
べ
き
一
般
的

基
準
を
示
し
た
も
の
が
あ

る
と
認
識
す
る
が
、
必
要

な
道
路
標
識
、

表
示
施
設
、
防

護
施
設
お
よ
び

照
明
施
設
の
設

置
が
不
十
分
で
、

施
工
現
場
の
状

況
が
勘
案
さ
れ

て
い
な
い
と
考

え
る
が
、
市
の

見
解
は
い
か
に
。

答
弁

用
地
取
得
に
不

測
の
日
数
を
要
し
た
た
め
、

令
和
４
年
度
中
の
完
成
は

困
難
と
な
っ
た
。
事
業
の

進
捗
状
況
は
、
広
報
ま
い

づ
る
等
で
市
民
に
周
知
を

図
り
、
沿
線
の
方
々
に
も

必
要
に
応
じ
て
お
知
ら
せ

し
、
危
険
箇
所
は
あ
ら
た

め
て
現
場
を
確
認
す
る
。

今
後
は
、
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
と
の
交
差
点
部
や
車

道
部
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
工
事
の
進
捗
に
応

じ
て
適
切
な
安
全
対
策
に

努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 西 洋 一
日本共産党議員団

施
設
分
離
型
小
中
一
貫

教
育
の
成
果
と
課
題
は

連
携
に
よ
る
一
貫
し
た

取
り
組
み
で
成
果

質
問　

平
成
30
年
度
か

ら
市
内
の
全
中
学
校
区
で

実
施
さ
れ
た
小
中
一
貫
教

育
は
、
施
設
分
離
型
の
た

め
に
教
職
員
の
打
ち
合
わ

せ
や
研
修
な
ど
で
、
当
初

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が

あ
り
、
そ
れ
が
、
今
日
の

教
育
現
場
の
多
忙
化
に
拍

車
を
か
け
て
き
た
。
先
行

実
施
か
ら
６
年
、
本
格
実

施
か
ら
４
年
に
な
る
小
中

一
貫
教
育
の
成
果
と
課
題

を
問
う
。

答
弁

児
童
生
徒
同
士

や
教
職
員
同
士
の
連
携
、

児
童
生
徒
を
真
ん
中
に
据

え
た
課
題
の
共
有
な
ど
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
会

議
時
間
の
確
保
な
ど
の
課

題
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
活
用
な
ど
で
解
消
し
て

い
る
。

質
問　

関
西
電
力
㈱
は
、

日
本
を
代
表
す
る
企
業
で

あ
り
、温
暖
化
・
気
候
危
機

に
つ
い
て
社
会
的
な
説
明

責
任
が
あ
る
。
市
と
し
て

舞
鶴
火
力
発
電
所
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
公
表
す
る
よ
う

強
く
要
求
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
弁

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
、
家
庭
や
事
業
所
で
購

入
さ
れ
た
電
力
を
事
業
者

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
係
数

に
よ
り
算
定
す
る
も
の
で

関
西
電
力
㈱
に
対
し
、
公

表
を
要
望
す
る
考
え
は
な

い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

除
雪
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
を

地
域
の
方
々
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く

質
問　

今
季
は
12
月
27

日
に
最
深
積
雪
71
㎝
を
記

録
し
、
12
月
と
し
て
は
観

測
史
上
１
位
と
い
う
想
定

外
の
大
雪
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
生
活
道
路
全
て

の
除
雪
を
人
力
だ
け
で
行

う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

車
の
ス
タ
ッ
ク
が
至
る
と

こ
ろ
で
発
生
し
た
。
山
間

部
等
の
自
治
会
に
は
市
が

除
雪
機
を
貸
与
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
自
治
会

へ
も
貸
与
す
る
な
ど
の
支

援
や
、
通
学
路
を
自
主
的

に
除
雪
さ
れ
て
い
る
方
と

学
校
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
除
雪
支
援
に
対
す

る
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

今
年
は
近
年
に

な
い
大
雪
で
あ
り
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
、
除
雪
に
苦

労
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
市
街
地
へ

の
除
雪
機
の
貸
与
に
つ
い

て
は
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
続
く
今
日
で
は
、
自
治

会
の
負
担
増
が
深
刻
な
課

題
で
あ
る
た
め
、

自
治
会
支
援
の

在
り
方
の
中
で

検
討
す
る
。
通

学
路
の
除
雪
は

沿
線
の
ご
家
庭

や
地
域
の
方
々

に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、

今
後
も
協
力
を

お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問

QA

どの子も伸びる学校に

QA

QA

安全対策が問われる市道和泉通線

大雪の際は運転を控えることも大事

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

公
表
の
要
望
を

公
表
の
要
望
は

考
え
て
い
な
い

QQAA

15 まいづる市議会だよりNo.180

質 般
一
般QA

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



鯛 　 慶 一

市
役
所
周
辺
の
駐
車
場

管
理
を
問
う

緑
地
を
含
む
全
体
の

有
効
活
用
な
ど
を
検
討

質
問

市
役
所
周
辺
の

駐
車
場
に
は
ゲ
ー
ト
も
な

く
無
料
で
駐
車
で
き
る
た

め
、
用
途
外
駐
車
が
見
ら

れ
る
。
今
年
の
大
雪
で
本

来
駐
車
し
て
い
な
い
時
間

に
車
が
数
台
あ
り
、
除
雪

作
業
が
で
き
な
い
所
も

あ
っ
た
。
駐
車
場
の
管
理

と
し
て
ゲ
ー
ト
設
置
等
の

考
え
を
問
う
。
ま
た
、
市

役
所
周
辺
の
駐
車
場
が
慢

性
的
に
不
足
し
て
い
る
が
、

自
然
が
豊
富
な
舞
鶴
市
役

所
に
、
現
状
の
正
面
側
の

緑
地
は
必
要
か
、
駐
車
場

と
し
て
整
備
す
る

考
え
が
な
い
か
を

問
う
。

答
弁

自
由
に

出
入
り
で
き
る
無

料
駐
車
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
目
的
外

の
長
時
間
駐
車
も

見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
、
赤
れ
ん
が

パ
ー
ク
利
用
者
の
駐
車
が

増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、
ゲ
ー
ト
整
備
も

含
め
、
入
退
場
管
理
が
必

要
と
考
え
る
。
ま
た
、
市

役
所
前
緑
地
に
つ
い
て
は
、

来
場
者
が
安
全
・
安
心
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
等
に
よ

る
機
能
向
上
を
目
指
し
、

令
和
４
年
度
に
実
施
予
定

の
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
全
体

の
駐
車
場
整
備
の
設
計
業

務
の
中
で
、
緑
地
を
含
む

ス
ペ
ー
ス
全
体
の
有
効
活

用
を
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

新政クラブ議員団

広
く
農
家
を
支
援
す
る

戸
別
所
得
補
償
制
度
を

経
営
所
得
安
定
対
策
に

引
き
継
が
れ
て
い
る

質
問　

本
市
の
農
業
は

中
山
間
地
で
の
生
産
、
有

害
鳥
獣
被
害
、
水
害
や
雪

害
な
ど
自
然
環
境
の
激
変

に
よ
り
、
生
産
が
困
難
で

あ
る
。
担
い
手
へ
の
支
援

策
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
広
く
農
家
が
支
援
を

受
け
ら
れ
る
戸
別
所
得
補

償
制
度
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
を
問
う
。

答
弁

同
制
度
は
食
料

自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
コ
ス
ト
割
れ
相
当
分

を
補
填
す
る
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
た
。
現
在

は
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
」
な
ど
の
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

質
問　

現
在
、
昼
間
で

も
鹿
を
見
か
け
、
作
物
の

被
害
だ
け
で
な
く
、
山
の

法
面
を
崩
す
な
ど
、
人
家

に
も
被
害
が
及
ぶ
心
配
が

あ
る
。
有
害
鳥
獣
駆
除
は

猟
友
会
に
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
駆
除
班
の
体
制

は
20
年
前
に
つ
く
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
猟

友
会
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、

事
業
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁

捕
獲
に
従
事
さ

れ
て
い
る
猟
友
会
や
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
十
分

伺
い
、
引
き
続
き
効
果
的

な
有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

松 田 弘 幸
公明党議員団

水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の

支
援
を
問
う

知
名
度
・
単
価
の
向
上
を

図
る
支
援
を
行
う

質
問　

本
市
に
は
、
新

た
に
挑
戦
さ
れ
た
ア
サ
リ

や
三
倍
体
マ
ガ
キ
、
ノ
リ

の
養
殖
な
ど
の
有
望
な
水

産
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む

上
で
、
機
械
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
い
っ
た
技
術
や
資
金
等

の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
漁
業

の
可
能
性
の
検
討
や
生
産

規
模
の
拡
大
支
援
と
併
せ
、

Ｐ
Ｒ
や
知
名
度
、
単
価
の

向
上
が
図
れ
る
よ
う
ブ
ラ

ン
ド
化
を
支
援
し
、
魅
力

向
上
に
取
り
組
む
。

質
問　

国
で
は
、
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
推

進
事
業
を
実
施
す
る
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
が

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
還
元
さ

れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
を
促
し
て
い
る
。

本
市
の
環
境
配
慮
型
製
品

の
購
入
や
食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
の
取
り
組
み
を
問

う
。答

弁
「
グ
リ
ー
ン
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
」

の
啓
発
や
環
境
学

習
の
実
施
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
て
環
境
意

識
の
向
上
に
つ
な

が
る
啓
発
を
行
う
。

一
般
質
問

QA

ノリの加工作業
環
境
配
慮
の
取
り

組
み
を
問
う

環
境
意
識
向
上
の

啓
発
を
行
う

QQAA

有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
の

充
実
を

猟
友
会
の
意
見
を

聞
き
実
施

QQAA

QA

市役所前緑地の有効利用を

多面的機能が発揮できる農業振興策を

※ グリーンコンシューマー … 「必要なものだけを購入する」「使い捨て商品ではなく長く使えるものを選ぶ」などの地球に優しい買い物をする消費者

※

16令和4年5月2日

質 般般
一
般QA

16令和4年5月2日

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



水 嶋 一 明
新政クラブ議員団

保
育
所
、
幼
稚
園
と

小
学
校
の
連
携
を
問
う

小
学
校
区
単
位
で

連
携
と
交
流
を
深
め
る

質
問　

今
後
、保
育
所・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

の
連
携
や
小
学
校
と
の
円

滑
な
連
携
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
る
。「
主
体
性
を

育
む
乳
幼
児
教
育
の
推

進
」
を
基
本
理
念
に
、
舞

鶴
市
乳
幼
児
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
円
滑
な
連
携

の
た
め
の
予
算
１
０
４
３

万
４
千
円
を
計
上
し
、
研

修
の
充
実
や
保
育
者
の
育

成
強
化
の
体
制
が
整
備
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
保
・
幼
・

小
と
小
中
一
貫
教
育
と
の

連
携
で
、
切
れ
目
の
な
い

教
育
の
推
進
に

取
り
組
ま
れ
る
。

乳
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
質
の
向

上
や
小
学
校
と

の
連
携
事
業
を

ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
の
か
を

問
う
。

答
弁

保
幼
小
連
携
研

修
で
保
幼
小
の
垣
根
を
越

え
て
学
び
あ
う
こ
と
に
よ

り
、
相
互
理
解
が
深
ま
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
校
区
単
位
で
連
携
協
力

園
・
校
の
関
係
を
構
築
し
、

５
歳
児
と
１
年
生
が
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
、
安
心

し
て
就
学
で
き
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
乳
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、「
質
の

高
い
乳
幼
児
教
育
の
ま
ち

舞
鶴
」
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
推
し
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

肝 付 隆 治
創政クラブ議員団

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る

市
の
活
性
化
を
問
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
を
促
進
す
る

質
問　

市
は
、
昨
年
６

月
に
「
舞
鶴
市
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作

成
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る

新
し
い
産
業
の
振
興
が
期

待
で
き
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活

性
化
を
図
る
の
か
。

答
弁

地
域
に
根
差
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
促
進
な
ど
経
済
面

で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

環
境
・
社
会
・
経
済
の
３

つ
の
側
面
に
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

質
問　

竹
を
燃
料
と
し

た
発
電
は
、
燃
焼
灰
の
固

形
化
や
伐
採
と
輸
送
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

た
が
、
近
年
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
技
術
が

確
立
さ
れ
事
業
化
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本

市
も
放
置
竹
林
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
導
入
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

竹
林
の
適
正
管

理
の
推
進
に
有
効
で
あ
り
、

検
討
も
し
て
き
た
が
、
竹

の
伐
採
や
輸
送
に
か
か
る

コ
ス
ト
、
竹
材
供
給
の
市

場
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
創政クラブ議員団

地
域
の
街
路
灯
管
理
へ
の

新
た
な
支
援
を

自
治
会
へ
の
包
括
的
な

支
援
方
法
を
検
討
す
る

質
問　

近
年
、
人
口
減

少
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち

は
都
会
の
学
校
へ
行
き
、

そ
の
ま
ま
都
会
で
就
職
を

し
、
残
さ
れ
た
親
が
家
や

土
地
を
守
っ
て
き
た
が
、

気
が
つ
く
と
、
子
ど
も
た

ち
は
都
会
に
居
を
構
え
、

家
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
自
治
会
で
、

地
域
が
設
置
し
た
街
路
灯

を
撤
去
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
を
一
、
二
軒
の
隣
組

で
負
担
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
街
路
灯

の
管
理
に
対
す

る
新
た
な
補
助

制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
問
う
。

答
弁

自
治

会
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
少
子

高
齢
化
や
役
員

の
担
い
手
不
足

な
ど
、
運
営
の
困
難
に
直

面
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
治
会
に
お

け
る
負
担
増
が
深
刻
な
課

題
で
あ
り
、
街
路
灯
の
維

持
管
理
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

に
対
す
る
支
援
へ
の
要
望

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
実
情

に
応
じ
た
補
助
制
度
へ
の

見
直
し
に
向
け
た
議
論
を

進
め
て
い
る
。
市
と
し
て

自
治
会
に
対
す
る
包
括
的

な
支
援
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。

一
般
質
問

QA

経済側面が目指すべき社会【地域活性化】

QA

QA

伸び伸びと学ぶ園児たち

根元が腐食した街路灯

QA
竹
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

導
入
を

さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る

QQAA

地域に根差した再生可能エネルギー産業の促進
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質 般
一
般QA

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

本
市
の
新
た
な

子
育
て
支
援
策
を
問
う

関
係
部
連
携
の

「
推
進
本
部
」
を
設
置
す
る

質
問　

本
市
で
令
和
４

年
度
か
ら
「
子
ど
も
の
豊

か
な
育
み
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
推
進
本
部
」
が
設

置
さ
れ
る
。
政
府
が
２
０

２
３
年
４
月
に
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
を
設
置
す
る
法

案
を
決
定
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
先
手
の
対
応
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
。
障
害

な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
や
虐
待
、
生
活
困

窮
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
縦
割
り
行
政

で
は
対
応
し
づ
ら
か
っ
た

多
く
の
課
題
に
切
れ
目
な

く
対
応
す
る
こ
と
は
大
き

な
改
革
で
あ
る
。
こ
の
設

置
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の

役
割
を
問
う
。

答
弁

子
ど
も
や
家
庭

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
、
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
る
施
策
を

つ
な
ぎ
、
切
れ
目
な
い
包

括
的
な
支
援
施
策
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
健
康
・
子
ど

も
部
、
市
民
文
化
環
境
部
、

福
祉
部
お
よ
び
教
育
振
興

部
の
横
断
的
連
携
に
よ
る

「
子
ど
も
の
豊
か
な
育
み

を
支
え
る
環
境
づ
く
り
推

進
本
部
」
を
設
置
し
、
期

限
を
定
め
ず
そ
の
役
割
を

果
た
す
。

一
般
質
問

A

子どもの遊び・健康を守る

審議の様子

３
月
定
例
会
で
議
会
提

案
し
、
可
決
し
た
決
議
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
略
を
非
難
す

る
決
議

　

去
る
２
月
24
日
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
に
よ
る
侵
略
が
開

始
さ
れ
た
。

　

武
力
に
よ
る
国
の
主
権

や
領
土
の
侵
害
、
人
々
の

生
命
、
自
由
を
奪
う
事
態

は
、
い
ず
れ
の
国
や
地
域
、

い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う

と
も
、
国
際
社
会
に
お
い

て
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に

ロ
シ
ア
が
核
準
備
態
勢
の

強
化
を
決
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
も
、
断
じ
て
許
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

唯
一
の
核
兵
器
被
爆
国
と

し
て
、
国
際
社
会
と
と
も

に
強
く
非
難
し
、
抑
止
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
力
に
よ
る

一
方
的
な
現
状
変
更
の
試

み
は
、
明
ら
か
な
国
際
法

違
反
で
あ
り
、
国
際
秩
序

の
根
幹
を
揺
る
が
す
行
為

を
実
行
す
る
ロ
シ
ア
に
対

し
、
最
も
強
い
言
葉
で
厳

し
く
非
難
す
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
在
留
邦
人
の
安
全
確

保
に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る

制
裁
措
置
の
徹
底
と
強
化

を
図
り
、
軍
の
即
時
撤
収

を
求
め
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。

　

舞
鶴
市
議
会
に
お
い
て

は
、
本
市
の
市
是
で
あ
る

「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」

に
基
づ
き
、
世
界
平
和
の

実
現
に
向
け
て
、
国
際
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
全
力

で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
、
こ
こ
に
訴
え
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決　

  

議

手話通訳者・要約筆記者を配置できます

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話
通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出
ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承の上、お早めにご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

舞鶴市議会 検索

18令和4年5月2日 18令和 年 月2日

一般質問令和4年3月9日、10日に本会議を開き、16人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は次のとおりです。

質
年
度

か
な
育

般般
一
般
質A

18令和4年5月2日

一般質問旨は次のとおりです。

決議・議会傍聴



　舞鶴市議会では、毎月１回、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」に
議員が出演しています。
　定例会の報告や市議会の進めている取り組みなど、議会に関するいろ
いろなことをお話ししていますので、ぜひお聴きください。

ＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるに

出演しています出演しています出演しています出演しています

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

「定例会の案内、議案紹介、審査報告」
「常任委員会視察報告」
「本会議や委員会の傍聴について」
「議場の中の様子などについて」
「ＦＭまいづるとの意見交換会の報告」
「審議の見える化を図る取り組み」 など

次回の放送予定や
これまでの放送内容
について詳しくは、
ホームページから
ご覧いただけます。

今後の
放送予定

5月27日（金）
放送テーマ：「市民と議会のわがまちトーク報告」ほか

午後3時から生放送！

午後9時から、再放送を

お聴きいただけます。

ＩＣＴを活用した効率的・効果的な議会運営

　舞鶴市議会では、ICT（情報通信技術）を活用した「効率的・効果的な議会運営」に取り組んでいます。
　舞鶴市からのさまざまな情報（事業の実施や報告など）の共有や議会のスケジュールの共有などにグ
ループウエア（インターネットを通じた情報共有のシステム）を活用しているほか、ペーパーレス会議
システム（紙の資料を使わずに円滑に会議や会議の準備を行うためのシステム）を活用して会議を行っ
ています。
　これらの取り組みは、平成30年から各議員が自身でタブレットやノートパソコンを用意して実施し
ていますが、議案資料などの分厚い冊子のペーパーレス化や、複数の資料を同時に見比べながら行う議
案審査の充実などの観点から、令和４年
度には、新たに議員１人１台のタブレッ
ト端末を導入することとしました。
　セキュリティ対策も十分に行い、効率
的で深い議論や、市民の皆さまへの分か
りやすい説明など、議会・議員の役割を、
これまで以上に発揮してまいります。

□ ペーパーレス会議システムを利用した会議運営

□ グループウエアを利用した情報共有

□ オンライン会議

□ 市民の皆さまへの分かりやすい説明

● 運営の効率化
● 迅速な情報共有
● 感染症のまん延も含めた
　 災害の対応
● 分かりやすさの向上

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用

舞鶴市議会の情報発信舞鶴市議会の情報発信舞鶴市議会の情報発信 ～ YouTube と Facebook ～
舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

舞鶴市議会
ホームページ　本会議や委員会の様子は、YouTubeでライブ配信、録画

配信を行っています。
　また、Facebookでは、議会の活動内容を随時発信して
いますので、是非ご覧ください。
　チャンネル登録や「いいね」もお願いします。

ペーパーレス会議システム グループウエア

19 まいづる市議会だよりNo.180

ICTを活用した効率的・効果的な議会運営に取り組んでいます。

効果的な議会運営

います。 ICTを活用した議会運営
FMまいづるに出演紹介



　舞鶴市議会では、議会に対する理解を深め、より身近に感じていただ
けるよう、小中学校の児童生徒等が、議会の機能や役割について学ぶ機
会を提供しています。
　1月26日には、新舞鶴小学校の6年生に議場へお越しいただき、議会学
習会を開催しました。
　学校側の意向も踏まえて内容を変えられますが、今回は、実際の本会
議の流れに沿って次のような内容で実施しました。
1 諸報告（議会の仕組み等について議長から説明）
2 会議録署名議員の指名（児童の中から議長が指名）
3 会期の決定（学習会の時間を簡易採決で決定）
4 議長選挙（児童の中から短期無記名投票により議長を選出）
　  ※ これ以降は議長役の児童が進行
5 決議第１号（議員役児童による内容説明と押しボタン式投票で採決）
6 代表質問（議員役の児童が質問し、市長役の児童が答弁）
7 第１号議案および第２号議案

        （市長役の児童が内容を説明し、議員役の児童が討論を行った後、
         押しボタン式投票により採決）

負傷者の避難のサポート

オンラインによる本部会議

議長を選ぶ投票

議長役の児童による進行

会議録

web上での情報共有

発行／舞鶴市議会　編集／議会報編集部会 〒625－8555 舞鶴市字北吸1044番地　TEL.0773－66－1060  FAX.0773－62－7666
ホームページアドレス https://www.city.maizuru.kyoto.jp/sigikai/

議会学習会を開催議会学習会を開催議会学習会を開催

議会防災訓練を実施議会防災訓練を実施

議会学習会を開催議会学習会を開催

　阪神・淡路大震災が発生した日である1月17日に、
議会の防災訓練を実施しました。
　舞鶴市議会では、有事に備え、不定期に防災訓練
を実施していますが、今回は、委員会の開催中に地
震が発生した想定での庁舎外への避難と、大雨によ
り市内各所で被害が発生した想定での情報伝達訓練
等を行いました。
　オンラインによる議会本部会議では、今回の訓練
に関し、避難誘導の在り方のほか、逃げ遅れや火元
などの確認項目、市の災害対策本部への情報伝達の
方法などについて意見交換し、今後もあらゆる想定
の下での訓練を繰り返していくことを確認しました。

6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定

※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議（閉会）

6 月
2日（木）
9日（木）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
20日（月）
21日（火）
24日（金）
29日（水）

案質疑）

　舞鶴市議会では、議会の「見える化」
を図る方法の１つとして、「舞鶴市議会
公式YouTubeチャンネル」を開設して
います。
　本会議や委員会のライブ配信・録画配
信に加えて、定例会の概要報告や委員会
の活動報告など、舞鶴市議会がどのよう
な活動をしているかをご理解いただくた
めの動画を配信していますので、是非ご
覧ください。

舞鶴市議会
公式YouTubeチャンネル

舞鶴市議会
公式YouTubeチャンネル

舞鶴市議会
公式YouTubeチャンネル

チャンネル登録を
よろしく

お願いします

舞鶴市議会
令和4年3月定例会

概要報告

20令和4年5月2日

議会防災訓練、議会学習会を実施しました。

「舞鶴市議会公式YouTubeチャンネル」を運用しています。

20令和4年5月2日

実施しました。

います。

議会防災訓練・議会学習会
舞鶴市議会公式YouTubeチャンネル


